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状は、どうなっているのだろう。世界の多くの国では、国民経済計算の一部として、資本会計を設け、各国の人工資本および金融資産変動を記録している。しかし、それ以外の資本について統計の整備は遅れている。世界銀行は一九九〇年代から、世界各国の生産的基盤の計測に取り組んでおり、多くの成果を挙げてきた。その研究の影響を受け、国連を中心にまとめられた『包括的富レポート二〇一四』 （参考文献③） 、生産的基盤の計測として現時点における決定版ともいえるも だ。包括的富とは生産的基盤に対応する概念である。本書では、一九九〇年から二〇一〇年まで 一四〇カ国の包括的富が計測そして比較さ ている。　
本書から明らかになった、包括
的富の現状は三つにまとめられる。第一に、過去二〇年間で現代の人々が享受している豊かさの水準は多くの国で上昇したものの、多くの国でそれは将来世代の
を犠牲にする形で実現されたものだった。その期間に国民所得は九〇％の国で増加し、人間開発指数は九六 上昇 多くの国々の人々 暮らしはより豊かになった。その一方で、包括的富が増加した国 全体 六一％にとどまり、約三〇％ 国では、包括的富を犠牲に 発展が進んでいることがわかる。第二に、包括的富の割合に関しては、人工資本は全体の一八％にとどまり、人的資本の割合が最も大きく（五四％） 、自然資本が続く（二八％） 三に、自然資本は多くの国々で減少している（八二％） 。その一方で教育投資や設備投資などにより、人的資本と物的資本の増加が広く確認でき、それによって自然資本の減少分が補われ、結果的に包括的富の増加につながっている。なかでも、人的資本の増加分は、包括的富の増加分の五五％を占めている。●おわりに　
前記のように、様々な指標が考
案され公表されている。指標 違いは、その考案者の豊かさに対する考え方の違いを反映したものだと考えられる。そうであるならば、
最良の指標が何かについて合意するのは難しそうだ。それよりも複数の指標を併用することで、ともすれば所得にかたより ちな我々の「豊かさ」 イメージをより豊かにしていくべきなのかもしれない。（みぞぶち
　
ひでゆき／龍谷大学
講師）《注》⑴
 英語では
W
elfare
や
W
ell-being
という言葉を用いられることが多い。本文 それらを総称して「豊かさ」と呼ぶ。
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